
地
本
主
催
・
組
織
拡
大
経
験
交
流
集

会
が
六
月
十
四
日
（
日
）
十
三
時
よ
り

新
潟
市
『
新
潟
会
館
』
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
各
支
部
か
ら
組
合
員
が
、
参
加

し
全
体
で
四
〇
名
の
組
合
員
が
参
加
し

ま
し
た
。

交
流
集
会
で
は
、
国
労
長
野
地
本
・

吉
澤
組
織
部
長
と
坂
本
青
対
部
長
に
講

演
し
て
い
た
だ
き
組
織
拡
大
の
具
体
的

な
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
企
画
は
昨
年
か
ら
進
め
ら
れ

今
年
の
二
月
に
具
体
的
に
長
野
地
本
へ

講
師
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

吉
澤
組
織
部
長
、
坂
本
青
対
部
長
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
職
場
で
の
具
体
的
な
行
動

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

拡
大
行
動
は
、
多
く
の
行
動
を
積
み

重
ね
て
い
く
こ
と
や
、
こ
れ
に
よ
っ
て

分
会
活
動
が
活
発
に
な
っ
て
い
く
こ
と
。

職
場
で
組
合
説
明
会
を
現
場
へ
要
求

し
実
施
し
た
こ
と
、
入
社
式
行
動
の
実

施
な
ど
、
中
身
の
濃
い
内
容
で
し
た
。

★
参
加
者
か
ら
の
感
想
★

交
流
集
会
、
終
了
後
は
懇
親
会
を
開

き
、
参
加
者
全
体
で
、
さ
ら
に
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

地
本
で
は
こ
れ
を
機
会
に
長
野
地
本

と
、
い
ろ
ん
な
面
で
交
流
を
深
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

★
評

議
・

有
罪
か
無
罪
か
↓
量
刑
は

裁
判
員
と
裁
判
官
の

多
数
決
で
決
定

有
罪
の
評
決
は
多
数
決
（
た
だ
し
、

裁
判
官
・
裁
判
員
の
必
ず
一
名
が
必
要
）

と
さ
れ
て
い
ま
す
（
裁
判
員
法
六
十
七

条
一
項
）
。
し
か
し
、
無
罪
推
定
の
原

則
な
ど
を
考
え
れ
ば
三
分
の
二
以
上
の

特
別
多
数
決
に
す
べ
き
で
す
。

量
刑
に
つ
い
て
も
、
死
刑
判
決
に
は

全
員
一
致
に
す
べ
き
な
ど
の
意
見
が
あ

り
ま
す
。

★
裁
判
員
の

守
秘
義
務

裁
判
員
に
は
、
裁
判
終
了
後
も
、
評

議
の
内
容
に
つ
い
て
守
秘
義
務
が
課
さ

れ
、
違
反
に
は
罰
則
が
科
さ
れ
ま
す
。

（
裁
判
員
法
七
〇
条
、
一
〇
八
条
）

こ
れ
は
、
裁
判
員
に
過
重
な
負
担
を

負
わ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
刑
事
裁
判
が

適
正
に
行
わ
れ
た
の
か
ど
う
か
を
検
証

す
る
こ
と
の
障
害
と
な
り
ま
す
。

『国鉄新潟』国鉄労働組合新潟地方本部 新潟市中央区幸西１丁目１番１４号 025－244－1284 2009年6月30日

ＮＯ。６６９

発 行

0９・６月30日

国鉄労働組合

新潟地方本部

発行責任者

守橋久仁雄

編集責任者

教 宣 部

国
鉄
新
潟

組織拡大経験交流集会は本部でも開催されて

いる。①拡大はやればできるという認識②国労

の運動を前進させていくこと③各機関の基本的

な活動など、しっかりやっていくこと④そして

全体が共有していくこと。

国労の運動が職場の中で見えているのかどう

か。要求の多数派、組織化していく。一括和解

から公平・公正な人事運用が守られていない。

追及していくこと。そのことが土台になってい

くのではないか。全体の意思統一を図っていく。

大会以降、２３名が国労加入した。何として

も国労の旗をしっかり守っていくこと。そのた

めに拡大に向けて奮闘していく。

長野地本の２名の方から具体的な取り組みが

講演される。新潟の中でも、ぜひ教訓化してい

ただきたい。拡大の大きなヒントにしていきた

い。
組
織
拡
大
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

を

使

う
が
、
得

ら
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
何
倍
も
大
き
い
。

『
国
労
に
入
る
決
心

を
さ
せ
た
』

過
程

を
宝

と
し
て
、
拡
大
行
動
を

気
軽

に
進
め
て
行
こ
う
と
思

い
ま

し
た
。



組
織
拡
大
経
験
交
流
集
会
で
は
長

野
地
本
の
皆

さ
ん
に
、
大
変

お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
吉
澤
組
織
部
長
、

坂
本
青
対
部
長
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い

ま
し
た
。

元
気

が
出

る
交
流
集
会
に
な
っ
た

と
思

い
ま
す
。
新
潟
で
も
拡
大
行
動

が
身
近

な
取
り
組
み
に
な
っ
て
い
く

と
思

い
ま
す
。
今
日
で
今
年
も
半

分

終
わ
り
ま
し
た
。
時
間

が
過
ぎ

る
の

が
早

く
感
じ

ま
す
。
一
日
一
日
を
大

切

に
、
い
ろ
ん
な
面
で
取
り
組
ん
で

い
き
ま
し
ょ
う
。
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★国労東日本本部定期大

会で機関紙表彰を行いま

す。

各支部・分会の機関紙

の発行やサークル活動な

ど、功績があった取り組

みについて表彰されます。

★該当すると思われる分

会・支部・サークルなど

ありましたら、地方本部

へ連絡ください。

★対象は～今年度中（20

08年7月1日～2009年6月3

0日）に、発行された機

関紙、サークル活動が対

象になります。

★募集期間～2009年8月15日から2009年8月30日（東日本本部到着分までを

有効とする）。

★標語内容～①他労組組合員等に呼びかける組織拡大標語

②国労内部を対象とした組織活性化に向けた組織拡大標語

標語の冒頭に ① ② と記入してください。

★集約方法～東日本本部へのメールにて送付してください。（氏名・地本

分会を記入し分会ごとに送付してください）

アドレス nru.east1@apost.plala.or.jp

★優れた作品は第２３回定期大会で表彰し副賞が授与されます。


